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【発表のポイント】 

⚫ 日本の自然観光に関心のある中国在住者 750 名を対象に、環境評価手法

を用いて国立公園の魅力に関する意識を調査し、重視される要素を定量

的に分析しました。 

⚫ その結果、交通や宿泊の利便性よりも、自然、文化・歴史、地域ならでは

の食や体験といった魅力が重視されることが分かりました。 

⚫ 一方で、約 4分の 1の観光客は安全性を最優先しており、観光客の間に価

値観の違いがあることが示されました。 

⚫ 本研究は、観光客の特性に応じた情報発信や資源活用を通じて、地方への

観光分散と持続可能な国立公園管理に役立つ知見を提供します。 

【概要】 

近年、世界各地の自然観光地で、特定の地域に観光客が集中する「オーバ

ーツーリズム」が課題です。日本の国立公園でも、外国人観光客の多くが一

部の公園に集中し、地方の国立公園の魅力が十分に活かされていない現状が

あります。この課題解決には、観光客が何を重視して目的地を選んでいるの

かを把握することが重要です。 

東北大学大学院農学研究科の井元智子准教授らの研究グループは、日本の

自然観光（ネイチャー・ツーリズム）に関心のある中国在住者 750 名を対象

に、日本の国立公園の魅力に関する意識を調査しました。その結果、交通や

宿泊の利便性よりも、自然や文化・歴史、地域ならではの食や体験を重視す

ることが分かりました。一方で、安全性を最優先する観光客も一定数存在し、

この違いは、年齢や性別、同行者の有無、求める体験内容、利用する観光情

報源等の要因と関連していました。 

本研究は、観光客の特性に応じた情報発信や資源活用により、観光分散と

持続可能な国立公園管理への知見を提供します。 

本成果は、2026 年 1 月 27 日に国際学術誌 Journal of Outdoor Recreation 

and Tourism にオンライン掲載されました。 

中国人観光客は 
日本の国立公園のどんな魅力を重視しているか 

― オーバーツーリズム緩和に向けた分析 ― 



 

 

【詳細な説明】 

研究の背景 

近年、世界各地の自然観光地では、特定の地域に観光客が集中する「オーバ

ーツーリズム」が大きな課題となっています。オーバーツーリズムは、混雑や

渋滞を引き起こすだけでなく、対象地域の自然環境の劣化を招き、持続可能な

慣行が損なわれる恐れもあります。日本の国立公園も、インバウンド観光の重

要な受け皿として期待される一方で、外国人観光客の訪問先は富士山などの一

部の公園に偏っており、地方国立公園の魅力が十分に活かされていない現状が

あります。 

 こうした課題に対応するためには、交通や宿泊施設の整備だけでなく、観光

客が訪問前の段階で「何を魅力と感じ、何を重視して目的地を選んでいるのか」

を理解することが重要です。しかし、これまでの研究では、特定の公園や訪問

後の満足度に焦点を当てたものが多く、訪問前の外国人観光客が国立公園のど

の要素を重視しているのかを、体系的に明らかにした研究は限られていました。  

 

今回の取り組み 

本研究では、日本の国立公園全体を対象とし、日本の自然観光（ネイチャ

ー・ツーリズム）に関心を持つ訪日前の中国在住者 750 名を対象にオンライン

調査を実施しました。調査では、国立公園の魅力を構成すると考えられる 10の

要素について、どの要素がより重視されているのかを比較できる形で意識を把

握しました。 

 分析の結果、外国人観光客全体としては、交通利便性や宿泊施設といったイ

ンフラ面よりも、自然資源、文化・歴史、地域ならではの食や体験といった、

現地でしか得られない魅力が重視される傾向が明らかになりました（図 1）。 

 一方で、観光客の価値観は一様ではなく、安全性（災害時やトラブル時の対

応）を最優先するグループと、自然や体験を重視するグループに分かれること

が確認されました（図 2）。自然や体験を重視するグループには、男性や比較的

年齢が高い世代、小学生以上の子どもを伴う家族旅行が多く含まれる傾向が見

られました。一方、安全性を重視するグループには、女性や比較的若い世代、

小さな子どもを伴う旅行、団体旅行や一人旅を想定する観光客が多いことが示

されました。このように、国立公園に求める魅力の違いは、観光客の社会的属

性や旅行スタイルと密接に関連していることが明らかになりました。 

 

今後の展開 

本研究の結果は、国立公園への観光誘導を一律に行うのではなく、観光客の

特性に応じた戦略が必要であることを示しています。例えば、自然や体験を重

視する観光客に対しては、地域固有の自然環境や文化、食の魅力を前面に出し

た情報発信が有効である一方、安全性を重視する観光客に対しては、災害時の



対応体制や多言語による案内など、安心して訪問できる環境を分かりやすく伝

えることが重要です。 

 こうした取組を通じて、特定の国立公園への観光集中を緩和し、地方国立公

園への分散誘導を進めることが期待されます。本研究は、観光政策や国立公園

管理の現場において、科学的根拠に基づいた持続可能な観光マネジメントを検

討するための基礎的な知見を提供するものです。 

 

 

図 1. 条件付きロジットモデルによる係数推定結果 

注：「基本観光環境の整備」をダミー変数の基準としている 

 

図 2. 潜在クラスモデルによる係数推定結果 

注：「基本観光環境の整備」をダミー変数の基準。黄色項目は係数が正の結果

を意味する 
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